
カンキツウイロイド病被害軽減のための弱毒ウイロイド候補株の収集

［要約］温州ミカンと中晩柑から弱毒ウイロイド候補としてホップわい化ウイロイド

（ＨＳＶｄ）を収集した。塩基数は、２９５から３０３塩基までの多様な変異を示し、

約半分は既存の３０２塩基のウイロイドであるが、その他は、未知の新しいウイロイド

である。

担当部署 果樹苗木分場・果樹苗木チーム 連 絡 先 09437-2-2243

対象作目 果 樹 専門項目 病害虫 成果分類 生理生態

［背景・ねらい］

カンキツウイロイド病が現地で発生しており、生産力の低下を招いている。そこで、弱

毒ウイロイドを選抜し利用するために、病原性が低く、かつ干渉効果を持つウイロイド変

異株を自然界から探索する。そのため、カンキツウイロイドの検定植物であるエトログシ

トロンに無病徴感染するホップわい化ウイロイド（ＨＳＶｄ）を各種カンキツ類から探索

し、塩基配列を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．温州ミカンおよび中晩柑からＲＴ－ＰＣＲ法によりＨＳＶｄ保毒24個体を確認した

（表１）。

２．ウイロイドをシークエンスすることにより16タイプのＨＳＶｄを明らかにした。

既報の塩基数303bpのウイロイド（ＣＶｄ- は７個体であり、塩基数302bpのウイⅡa）

ロイドは約半数である。

３．２塩基で置換が起こり変異している未知のウイロイド（ＳＤ12）を保毒したものが

２個体あった（図１）。

４．塩基数295～298bpのＨＳＶｄのホップタイプに属すると考えられるウイロイドを保

毒したものが３個体あり、クローニングにより多くのクローンを確保できた（図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．今回収集した弱毒ウイロイド候補は、感染性クローンとして構築し弱毒試験に供試

する。



［具体的データ］

表１ 収集したカンキツ品種とＨＳＶｄ保毒株

調 査 数 保 毒 株 数

温州ミカン 中晩柑 温州ミカン 中晩柑

４５ １９５ ３ ２１

図１ カンキツＨＳＶｄの塩基配列の変異

注）1.同じ塩基数は中点(･)で示した。また、塩基の欠失はバー(-)で示した。

ＴＬ：terminal left,Ｖ：Variable、ＴＲ：terminal right2.

nt：塩基数3.
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